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(百万円未満切捨て)

１．2021年３月期第３四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期第３四半期 39,237 △22.8 2,435 △43.6 2,443 △44.1 1,228 △59.4

2020年３月期第３四半期 50,809 △17.1 4,314 15.9 4,371 6.4 3,024 8.6
(注) 包括利益 2021年３月期第３四半期3,315百万円( 28.2％) 2020年３月期第３四半期2,587百万円( 166.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期第３四半期 20.59 20.56

2020年３月期第３四半期 50.12 50.02
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期第３四半期 106,455 76,280 70.9 1,265.36

2020年３月期 104,114 74,840 71.1 1,243.15
(参考) 自己資本 2021年３月期第３四半期 75,523百万円 2020年３月期 74,031百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年３月期 － － － 30.00 30.00

2021年３月期 － － －

2021年３月期(予想) 20.00 20.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 59,000 △14.7 3,300 △46.5 3,400 △47.1 2,100 △47.8 35.22
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有
　

除外１社（社名）株式会社アクセス

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は添付資料８ページ「(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項」の「(四半期連結財務諸表の作成に
　 特有の会計処理の適用)」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期３Ｑ 69,448,421株 2020年３月期 69,448,421株

② 期末自己株式数 2021年３月期３Ｑ 9,762,565株 2020年３月期 9,896,566株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期３Ｑ 59,640,947株 2020年３月期３Ｑ 60,347,835株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「（３）連結業績予
想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済については、第１四半期における新型コロナウイルスの世界的感染

拡大の影響により大きく落ち込みました。その後経済活動の再開により第２四半期から景気は回復しつつあるもの

の、国内外における感染再拡大に加え、貿易摩擦や米中対立等、先行きは不透明感が強まっている状況です。

　鍛圧機械製造業界におきましては、国内、海外ともに受注が減少し、当第３四半期連結累計期間の受注は前年同

期比37.3％減の61,015百万円（一般社団法人日本鍛圧機械工業会プレス系機械受注額）となりました。

当社グループの当第３四半期連結累計期間の受注高については、37,217百万円（前年同期比21.1％減）となりま

したが、新型コロナウイルス感染拡大に伴う営業・サービス活動の制限により受注が大幅に減少した第１四半期以

降回復しており、受注残高も42,080百万円（前年度末比4.6％減）まで回復しました。

売上高も、39,237百万円（前年同期比22.8％減）となりましたが、新型コロナウイルス感染拡大に伴う営業・サ

ービス活動の制限や生産工場の操業停止・縮小による生産・出荷の延期等の影響を受けた第１四半期以降回復して

います。

利益面では、減収により営業利益が2,435百万円（同43.6％減）、経常利益は2,443百万円（同44.1％減）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は工場の操業停止・縮小に伴う特別損失計上等により1,228百万円（同59.4％減）と

なりました。

セグメントごとの経営成績は以下のとおりであります。

日 本： 新型コロナウイルス感染拡大の影響で第１四半期の売上が落ち込んだものの、第２四半期以降は回復

し、売上高は29,085百万円（前年同期比18.0％減）となり、セグメント利益は減収等により2,070百万

円（同36.4％減）となりました。

中 国： 早期の感染収束により第１四半期より営業・サービス・製造活動は正常に戻ったものの、中大型プレス

機案件少なく、売上高は4,156百万円（前年同期比18.8％減）となり、セグメント利益は減収等により

41百万円（同73.0％減）となりました。

アジア： 新型コロナウイルス感染拡大の影響は第２四半期以降軽微となりましたが受注の伸び悩みの影響で、売

上高は4,971百万円（前年同期比23.8％減）となり、セグメント利益は減収および原価率の悪化等によ

り387百万円（同55.0％減）となりました。

米 州： 新型コロナウイルス感染拡大の影響で第１四半期の売上が落ち込んだものの、第２四半期以降は回復

し、売上高は7,189百万円（前年同期比14.8％減）となり、セグメント利益は減収等により334百万円

（同9.4％減）となりました。

欧 州： 新型コロナウイルス感染拡大の影響で第１四半期の売上が落ち込んだものの、第２四半期以降は回復

し、売上高は5,901百万円（前年同期比31.4％減）となり、セグメント損益は減収等により107百万円の

損失（前年同期はセグメント損失67百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産については、前年度末に比べて2,341百万円増加し、106,455百万円となりま

した。主な要因は、現金及び預金の増加2,630百万円、受取手形及び売掛金・電子記録債権の減少4,104百万円、棚

卸資産の増加2,548百万円、未収入金の減少955百万円、有形固定資産の減少924百万円、投資有価証券の増加3,675

百万円等であります。

　負債は、前年度末に比べて901百万円増加し、30,175百万円となりました。主な要因は、短期借入金の減少1,086

百万円、前受金の増加2,721百万円等であります。

　純資産は、前年度末に比べて1,439百万円増加し、76,280百万円となりました。主な要因は、その他有価証券評

価差額金の増加2,061百万円等であります。この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は70.9％とな

りました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年11月10日に公表しました予想から変更ございません。

※ 将来に関する記述等についての注意事項

　将来の予測等に関する記述は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、新型コロナウイルス

の収束時期の変動といった潜在的なリスクや不確実性が含まれております。実際の業績は、様々な要因により

これらの業績予想とは異なることがありますことをご承知おきください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,723 31,353

受取手形及び売掛金 20,378 16,559

電子記録債権 2,748 2,463

製品 2,618 4,187

仕掛品 10,662 11,575

原材料及び貯蔵品 3,557 3,624

その他 3,102 2,011

貸倒引当金 △223 △249

流動資産合計 71,568 71,525

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 25,001 25,150

減価償却累計額 △16,957 △17,462

建物及び構築物（純額） 8,044 7,688

機械装置及び運搬具 17,095 17,302

減価償却累計額 △11,099 △11,895

機械装置及び運搬具（純額） 5,996 5,406

土地 7,283 7,296

建設仮勘定 377 466

その他 3,638 3,672

減価償却累計額 △3,077 △3,190

その他（純額） 561 482

有形固定資産合計 22,263 21,339

無形固定資産 743 759

投資その他の資産

投資有価証券 5,944 9,620

保険積立金 2,324 1,925

退職給付に係る資産 814 837

繰延税金資産 331 308

その他 156 170

貸倒引当金 △32 △32

投資その他の資産合計 9,539 12,831

固定資産合計 32,546 34,930

資産合計 104,114 106,455
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,733 4,797

電子記録債務 3,369 2,969

短期借入金 2,991 1,904

1年内返済予定の長期借入金 500 －

未払金 707 1,048

未払法人税等 1,681 828

前受金 6,134 8,855

製品保証引当金 583 490

賞与引当金 1,129 609

役員賞与引当金 49 18

受注損失引当金 170 136

その他 1,773 1,817

流動負債合計 23,823 23,476

固定負債

長期借入金 1,000 1,500

長期未払金 883 911

繰延税金負債 1,445 2,130

株式給付引当金 463 472

退職給付に係る負債 1,387 1,405

その他 271 278

固定負債合計 5,450 6,698

負債合計 29,273 30,175

純資産の部

株主資本

資本金 7,831 7,831

資本剰余金 12,415 12,423

利益剰余金 56,536 55,874

自己株式 △4,917 △4,840

株主資本合計 71,864 71,288

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,638 4,699

繰延ヘッジ損益 47 △33

為替換算調整勘定 △773 △640

退職給付に係る調整累計額 253 209

その他の包括利益累計額合計 2,166 4,235

新株予約権 139 91

非支配株主持分 669 665

純資産合計 74,840 76,280

負債純資産合計 104,114 106,455
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 50,809 39,237

売上原価 39,802 30,930

売上総利益 11,006 8,306

販売費及び一般管理費 6,691 5,871

営業利益 4,314 2,435

営業外収益

受取利息 74 32

受取配当金 158 149

その他 93 81

営業外収益合計 326 263

営業外費用

支払利息 21 28

為替差損 131 197

欧州事業再編費用 71 －

その他 45 30

営業外費用合計 269 256

経常利益 4,371 2,443

特別利益

固定資産売却益 3 5

操業停止又は縮小に関わる助成金収入 － 245

その他 38 0

特別利益合計 42 251

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 22 27

労働災害関連損失 26 －

操業停止又は縮小に伴う損失 － 418

投資有価証券評価損 － 51

その他 0 －

特別損失合計 49 497

税金等調整前四半期純利益 4,364 2,196

法人税等 1,308 949

四半期純利益 3,056 1,247

非支配株主に帰属する四半期純利益 32 19

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,024 1,228
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益 3,056 1,247

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 69 2,061

繰延ヘッジ損益 7 △81

為替換算調整勘定 △475 132

退職給付に係る調整額 △71 △44

その他の包括利益合計 △469 2,068

四半期包括利益 2,587 3,315

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,554 3,296

非支配株主に係る四半期包括利益 32 19
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等

調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整額」を「法人税等」として一括掲記しておりま

す。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２日本 中国 アジア 米州 欧州 計

売上高

外部顧客への売上高 25,661 4,724 3,862 8,194 8,366 50,809 － 50,809

セグメント間の内部売上高
又は振替高

9,812 396 2,657 245 232 13,343 △13,343 －

計 35,474 5,120 6,520 8,439 8,599 64,153 △13,343 50,809

セグメント利益又は損失
（△）

3,252 153 862 368 △67 4,569 △254 4,314

(注) １ 売上高の調整額はセグメント間取引高の消去額であり、セグメント利益又は損失（△）の調整額はセグメン

ト間取引消去に伴う調整額であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２日本 中国 アジア 米州 欧州 計

売上高

外部顧客への売上高 19,758 3,200 3,469 7,019 5,789 39,237 － 39,237

セグメント間の内部売上高
又は振替高

9,326 955 1,501 170 112 12,066 △12,066 －

計 29,085 4,156 4,971 7,189 5,901 51,304 △12,066 39,237

セグメント利益又は損失
（△）

2,070 41 387 334 △107 2,725 △289 2,435

(注) １ 売上高の調整額はセグメント間取引高の消去額であり、セグメント利益又は損失（△）の調整額はセグメン

ト間取引消去に伴う調整額であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．補足情報

受注の状況

　 当第3四半期連結累計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
受注高 受注残高

金額（百万円） 前年同期増減率（％） 金額（百万円） 前年度末増減率（％）

日本 13,869 △37.8 15,128 △28.0

中国 5,162 24.5 7,220 37.3

アジア 2,029 △56.8 1,640 △46.7

米州 8,599 10.6 7,642 26.1

欧州 7,556 △8.1 10,449 20.4

合計 37,217 △21.1 42,080 △4.6

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　


